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 要  旨 
 
ムービーコミックスとは動画をマンガのようにコマ割りした映像形式である．
それぞれのコマはSMILによって制御され，ストリーミング配信することができる．
動画や静止画，音声などの素材とSMILを記述したテキストファイル，適切なプレ
ーヤーさえあれば視聴ができる．SMILによって大きさや形状，再生時間を非破壊
で編集することができるため，従来のデジタルコミックと比べ，再編集の容易さ
やインターネットを介した素材の共有が強みである． 
 
しかし，ムービーコミックスが考案されてから製作されたコンテンツはいまだ
少なく，十分な検証もなされていないのが現状だ．ムービーコミックスにはいっ
たいどのような表現が可能なのか，映画やマンガのように独自の技法があるのか，
動画配信形式としてどのような形が最適なのか，まだ何も明らかにされていない．
 
そこで本研究ではムービーコミックスのコンテンツを収集し，それらを分析す
ることで表現特性，技法などを検証した．ムービーコミックスがメディアとして
どのような可能性を有しているのかを明らかにした． 
そのためにムービーコミックスに特化した動画配信サイトを開発，運用を行っ
た．サイトには基本的な動画配信システムの機能に加え，みずから製作した事例
の紹介，ムービーコミックスのマニュアル，簡易的なオーサリングシステムを用
意した． 
 
サイトの運用の結果と収集したコンテンツから，ムービーコミックスのメディ
ア特性を分析し，コンテンツモデルと運用モデルの検証を行った．その結果，ム
ービーコミックスには「形式」としての可能性を見出すことができた．コンテン
ツモデルとしては，コマの扱い方やストーリー展開に関して多くの表現技法を発
見することができた．運用モデルとしては，ムービーコミックスを利用した動画
配信システムは，従来の動画配信システムとは求めるものが異なるということが
わかった． 
ムービーコミックスは単なるシステム上の表現ではなく，映画やマンガと並ぶ「表
現形式」として成り立つものだといえる．コマ割りされた動画の表現は，技術的
制約を超えて存在しえるものだということが，本研究における結論である． 
 
